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System Consultant Wave  

１０月２０日（金）小異を捨て大同につく 

明治維新の立役者は勝海舟と西郷隆盛である。当時官軍

にも幕府側にも戦いを主張する人は少なからずあり、複雑

な情勢であった。しかし、勝海舟も西郷隆盛も戦うことを

決して軽視はしなかったけれども、それ以上に、日本の将

来ということを深く考えたわけである。そういう両者の一

致した思いが、江戸城無血開城を可能にしたのだと思う。 

 結局、指導者が目先のこと、枝葉末節にとらわれず、大

所高所からものを見、大局的に判断することがいかに大切

かということである。何が一番大事であり、何が真に正し

いか、たえず小異を捨て大同につく、それが指導者として

きわめて大切な心がまえだと思う。 

 

１０月２１日（土）競争相手に学ぶ 
 今日、たとえば企業などにおいて、非常に力もあり、立

派な経営をしている相手と競争していくというような場

合、ともすれば、困った、大変だと考えがちではないだろ

うか。しかしこれは「相手の経営のいいところは大いにと

り入れてやろう。また、こういう相手と競争していくのは

一面大変だけれども、同時に非常に励みにもなる。結局自

分のところの発展にプラスになるのだ」と考えたらどうだ

ろうか。そうすれば、相手の良さも素直に吸収でき、さら

に心ものびのびとして、相手に負けないような知恵もでて

くるかもしれない。 

 指導者は、競争相手からも学ぶ心構えが大切だと思う。 

 

１０月２２日（日）成功のコツ 

 よい会社だと思って入った会社でも、一から十まで何も

かもいいとは限りません。ときには欠点もあるでしょう。

しかしそれをはじめから“こんな会社はあかん”と決めて

かかるか、それとも“どうもこの点だけはよいとは思わな

いが、これは自分の問題として改善向上させていこう”と

いう熱意をもって当たるかによって、対応の仕方が全く変

わってくるでしょう。 

 “よし、自分の会社をいまよりもっとよい会社にしてや

るぞ”という意欲を持ち、すべてのことを前向きにとらえ

る姿勢を持つ人は、信頼もされ、頼もしい社員として嘱望

されるでしょう。成功のコツはそのようなところにあると

思うのです。 

 

１０月２３日（月）原因は自分にある 

人間というものは他人の欠点は目につきやすいものだ。

往々にしてなにか問題が起こると、それはすべて他人のせ

いで、自分には関係がない、と考えがちである。実際に他

人のせいであって、自分は無関係な場合もある。しかし、

それをそう判定するのは、あくまでも人間である。他人の

せいではあるけれども、実は自分のせいでもある、という

ように、自分は全く関係がないとは言いきれない場合も少 

なくないのではなかろうか。 

少なくとも、問題が起こった際には、他人のせいだと考

える前に、まず自分のせいではないか、ということを一度

考え直してみることが非常に大切ではないかと思うので

ある。 

 

１０月２４日（火）地球人意識 

 いま世界は、本格的な国際化時代を迎えつつあります。

政治、経済、あるいは資源、食料などの問題にしても、一

国の問題がすぐ世界の多くの国ぐにに影響を与えること

が少なくありません。その意味では、世界は非常に狭くな

ったと言えましょう。それだけに、たんに自国の問題をの

み考えるのではなく、もっと視野を広くして、地球人の一

員という意識でものを考え、行なうことが大事だと思いま

す。たとえば、援助を願っている国があるとすれば、他の

国ぐにはそれぞれの実力に応じて助け合うべきでしょう。

そのようにお互い地球人といった意識を持って、なすべき

ことをなすということが基本の心がまえになると思うの

です。  

 

１０月２５日（水）人の話に耳を傾ける 

日ごろ部下の言うことをよく聞く人のところでは比較

的人が育っている。それに対して、あまり耳を傾けない人

の下では人が育ちにくい。そういう傾向があるように思わ

れる。 

なぜそうなるかというと、やはり部下の言葉に耳を傾け

ることによって、部下が自主的にものを考えるようになり、

そのことがその人を成長させるのだと思う。けれども、自

分の言うことに上司が耳を傾けてくれない、というのでは

ただ惰性で仕事をするということになって成長も止まっ

てしまう。 

上司としてどんな場合でも大事なのは“耳を傾ける”と

いう基本的な心構えをいつも持っているということであ

ろう。 

 

１０月２６日（木）良品を世に送る努力 

どんなによい製品をつくっても、それを世の人びとに知

ってもらわなければ意味がありません。つくった良品をよ

り早く社会にお知らせし、人びとの生活に役立ててもらう

という意味で、宣伝広告というものは、欠くべからざるも

のと言えるでしょう。 

しかし、その一方で、そういった宣伝がなくても、良い

評判を受け、大いに信用をかち得ている製品があります。

これは、良品はみずから声を放たず、これを求めた人びと

によって広く社会に伝えられたということに他なりませ

ん。そういう宣伝に頼る必要のない、ほんとうにすぐれた

品質の製品を生み出し、世に送る努力を常に忘れてはなら

ないと思うのです。  


